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情報教育研究会	 	 コンピュータミュジック講習会 テキスト 
１．ＤＴＭとは 

ＤＴＭはコンピュータで作曲、演奏を行うこと。DTM を行う機材として、	

・作曲ソフト（シーケンサー）MIDI データの編集や制御、マイク録音、音に効果をつける装置、

音楽ファイル化する機能などをもつ	

・音源（ソフト音源、外部 MIDI 音源がある）楽器音、効果音などを発生させる装置	

・オーディオインターフェース（A/D D/A変換機能、MIDI入出力機能付きが多い）	
・スピーカ（パワードスピーカ（アンプ内蔵）が良い）	

・MIDI 楽器（キーボード、ギター）、マイクロホン	

などが必要。また、コンピュータはディジタル信号だけしか扱えない、使用する多くの機材はア

ナログである。コンピュータへ入出力する場合、ディジタル化する必要がある。	

 
	 	 	 	 アナログ信号	 	 	 	 	 	 	 ディジタル信号	 	 	 	 	 	 	 アナログ信号 
 
            ディジタル化             アナログ化 

	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  A/D変換	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 D/A変換 
	 	 	 	 マイク、楽器	 	 	 	 	 	 	 	 ディジタル信号のみ	 	 	 	 	  	 スピーカー 
 
２．アナログのディジタル化 

標本化（サンプリング化）--- アナログ連続波形 
を１秒間間隔で細かく縦分割する回数 

（１秒間に１万分割の場合→ 10000Hz） 

量子化--- 標本化で分割された波形の高さを 
数値したもの 

			 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 上図、t1	t2が標本化、値の高さが量子化	

音のディジタル化 

電話	 標本化 8000Hz 	 量子化 256段階（8bit） 
ＣＤ	 標本化 44100Hz  量子化 65536段階（16bit） 
 
http://www.rsch.tuis.ac.jp/~naka/naka/scola/member/chap2_html/chap2.html 
http://www.apec.aichi-c.ed.jp/project/joho/H21/jissyuu/049_sound/sound.files/oto.htm 

 
３．ディジタル音の記録方式 

ＰＣＭ方式	----	ディジタル化しその信号を各種のフォーマットに変換し録音した音声ファイル	

（	ＣＤ、ＤＶＤ、携帯音楽プレイヤーなど	）	

	 	 	 	 	 	 	 	 音質が良く、コピー、転送しても音質が劣化しにくいが、データ量が多くなる。音質	

をあまり損なわないで、データ量を少なくする各種の圧縮方法がある。	
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ＭＩＤＩ方式	----	音の情報を音色（楽器）、音の高低、長さ、音量に分け、数値化し、記録する方式。	

ＰＣＭ方式に比べ、データ量が極端に少ない。しかし、コード番号がない楽器や音	

などは出ないので似た音に効果をかけ音を工夫しなければならない。	

http://music.web-sun.com/dtm/dtm2.html 
http://www.synapse.ne.jp/~seiji/music/midi/badic_03.html	 参照 
	

４．ＭＩＤＩ（Musical Instruments Digital Interface）のしくみ 

 

	

	

		

	

	

	

			 	 	 	 	シーケンサーでＭＩＤＩファイルの作成と編集	 	 	 	 	 	 	 	 	 																			音声	

＜デジタルで記録＞	

	

＊	 MIDI ファイルのデータを MIDI 音源に送りスピーカーで鳴らす。	

	

MIDI 音の表わし方 

・音の高低	---	Note	Number	０～１２７段階		 C(ド),	 D（レ),	 E（ミ）	

・音の長さ	---	Gate	Time			０～１２７段階		 二分音符、四分音符、休符	♪	♫		

・音の強弱	---	Velocity				０～１２７段階		 鍵盤を弾く強弱、pp(ピアノ)ff(フォルテ)	

・楽器番号	---	Program	Number	１２８種類の楽器と４６種類打楽器(リズム音色	KeyNo)がある	

	

５．ＭＩＤＩ規格 

GM(General	MIDI)	---	どのメーカーでも互換性がある世界統一規格、	

128 楽器、４７パーカッション、同時発音 24 音	 １６トラック)	

XG	------	YAMAHA が決めた規格	 GM 規格を拡張した MIDI	

GS	------	Roland が決めた規格	 GM 規格を拡張した MIDI	

http://www.pluto.dti.ne.jp/~daiki/Midi/IL_ProgramNum.html	

http://www.din.or.jp/~norakuro/HTML/cherry/c-kiso/c-html/c_5.html	

	

MIDI 楽器	-------	MIDI 出力をもつ楽器（ギター、電子オルガン、電子ピアノなど	

シーケンサー	---	MIDI データの入力、編集、記録、再生するソフト。	

最近のソフトは、ＭＩＤＩ編集とＰＣＭ録音機能を備えている。	

音の調整や修正がコンピュータ上で楽に行えるので、音楽制作スタジオでは、シー

ケンサーを使用している。	

MIDI 楽
器で演奏 
楽器 シーケン

サー入力 

入力 

 

音情報 
を分け 

音の高低(Note ) 

音の長さ(Gate)	

MIDI 

ファイル 

MIDI 
音源 

楽器の番号(Program No.) スピーカ 

数値化 

音の強弱(Verocity)	

＜再生＞ 
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図１ ノートネームとノートナンバー 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図２ ノートナンバー対応表 
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  図３ プログラムナンバー（音色）表 
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図４ ドラム音色表 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 図５ドラム譜	

図５ ドラム譜 
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図６ ＤＴＭ各種機器 接続例 

	 	 必要な機器のみ接続し、すべての機器が必要ではない。	

	 	 パソコンにはシーケンサーが	

インストールされている必要がある。	

	 	 パソコンと各機器を接続する場合、	

	 	 その機器のドライバーもインストール	

	 	 が必要である。	

	

	

接続例１	→	
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６．ＤＴＭ機器 紹介 

（１）シーケンサーの種類 

＊音符入力、楽器録音タイプ 

１．Singer	Song	Writer	Lite9	(Internet 社)	 \9,500	

											 http://www.ssw.co.jp/products/ssw/index.html	

	 		２．Cubase	Pro8	(Stenberg)		\58,000		

http://www.japan.steinberg.net/714_0.html	

３．Music	Studio	Producer（frieve）フリーウエア（無料）	

	 	 				 	 	 http://www.frieve.com/musicstd/	

		４．trakAxPC(trakAx)	映像と音編集	 フリーウエア（無料）	

http://www.trakax.com/software/pc	

	 ５．Finale2014(MI7)	楽譜作成にフグれる	(\12,000)	

http://www.finalemusic.jp/products/finale/whatsnew.php	

	 	 ６．Avid	Pro	Tools12.4	(AVID)	音楽・放送関係で最も使われる（\72.00）	

															http://www.avidblogs.com/pro-tools-12-4-track-freeze/	

＊ループ組み合わせタイプ 

	 	 １．ACID	Music	Studio	10	(sony)		\5,700	

http://www.sourcenext.com/product/sony/acidstudio/	
	 	 ２．Garageband(apple)		

http://www.apple.com/jp/ilife/garageband/	

＊	ループ＝既に録音してあるリズムや小節を。このループを組み合わせることにより曲をつくる。	

	

（２）ソフト音源 

ソフト音源は、シーケンサーに付属しているが、高音質、有名な楽器音を求める場合は、別売

しているので、シーケンサーに組み込んで使用できる。組み込む場合の仕様は DirectXプラグイン
(Microsoft)、 VSTプラグイン(Steinberg）などがある。 
<プラグインタイプ> 
	 ・Garritan	personal	Orchestra		\34,000	

	 ・HAlion	Synphonic	Orchestra(Steinberg）		\58,000	

<ループ音源>	

・Elastik シリーズ(CRYPON)、ダンス、ヒップホップ、テクノなど	 各	\1～9 万	

・native-instruments		 http://www.native-instruments.com/jp/	 各	\5 千～1 万	

	

（３）オーディオインターフェース 

（MIDI 機能付き）	

１．Roland	UA-22	\15,000	 	 	 ２．Steinberg	UR12	\9,200	

３．TASCAM	US-322	\12,000	

	 	 ＊ブラウザで“DTM ソフト”、“オーディオインターフェース”などで検索すると多数ある。	
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７．ディジタル音声信号のいろいろ（圧縮方式） 

音声	 	 MP3(MPEG-1	Audio	Layer-3)	-----	携帯音楽プレイヤー	 ＰＣＭの約１/10 量	

	 	 	 	 ATRAC	---	ＭＤなどで使用	

	 	 	 	 WMA	-----	Widows	Media	Player で使用	

動画	 	 MPG2	----	DVD の記録形式、動画で最も普及	

	 	 	 	 MPG4	------	携帯電話、iPot、PSP(PlayStationPotable)	 圧縮率が高い	

								H.264	----	地上ディジタル放送、QuicTime、Blue-rayDisc	 圧縮率が高くきれい	

								DivX	-----	パソコンでの動画圧縮に利用、MPG4 から進化	 高圧縮	

	 	 	 	 AVI	-------	ディジタルビデオ、パソコンで利用、最も高画質だが、データ量が多	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 い。通常、録画は AVI で録画し、MPG2,MPG4 などに圧縮し直す。	

	

８．参考図書 

（１）シーケンサー関係図書：	

１「Mac	Fan	GarageBand3	 マスターブック」	 木村公彦著	 	

	 	 	 	 毎日コミュニケーションズ	 		\1,900	

２．「SingerSongWriter8.0」大坪知樹著	 	 (株)BNN	 	 ¥2,400 
３．「NHK趣味悠々パソコンで音楽を楽しもう」	 日本放送出版協会	 ¥1,200 
４．「ザベストリファレンスブック Acid Pro」	 藤本健著	  

(株)リットーミュージック	 	 ¥2,500 
５．「ACID であなたもミュージシャン―パソコンサウンドにトライ」 

レッカコミュニケーションズ著	 	 SCC	books	 \2,205 
６．「Cubase Series 4 徹底捜査ガイド」	 藤本健著	 	 (株)リットーミュージック	 ¥3,500 
７．「CUBASE4 CUBASE STUDIO4攻略 BOOK」	 木村公彦著 

	 	 (株)ミュージックマスター	 ¥2,940 
（２）DTM全般図書： 
１．「DTMのための全知識」	 関和則著	 	 (株)リットーミュージック 	 ¥2,000 
２．「ブラス＆ストリングアレンジ自由自在」松浦あゆみ著 
	 	 	 (株)リットーミュージック	  ¥2,000 

３．「裏口からのMIDI入門」	 御池鮎樹著	 	 (株)工学社	 	 ¥1,995 
４．「エンジニア直伝！エフェクト・テクニック基礎講座」 (株)リットーミュージック  ¥2,000 

（３）DTM月刊誌： 
	 	 	 「DTM  MAGAZIN」(株)寺島情報企画	 	 ¥1,500 
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情報教育研究会 コンピュータミュジック 講習会 講習内容     2015/12/25 

 

１ DTM とは 

 
 
 
２ デジタル音（PCM MIDI） 

 
 
 
３ MIDI 

 
 
 
４ DTM ソフト（シーケンサー） Garege Band 

(1) GaregeBandの扱い方 
 
 

(2) ループ入力 
 
 

(3) GMの入力と音源のチェンジ 
 
 

(4) ピアノロール入力 
 
 

(5) MIDI楽器からの入力 
 
 

(6) ミックスダウン 
	 	 	 各トラック（楽器）、音量、定位など調整し、共通音楽ファイルに変換すること 
 

(7) 映像・PowerPointに BGMを入力 
 
 
５ DTM ソフトと音源の種類 
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2015年 12月 26日 
情報教育研究会 

コンピュータミュジック講習会 

於：明星学園高等学校 
明星学園高等学校 
担当：勝間田清一 

katsumata@y5.dion.ne.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


